
＜黒部川河床堆積土砂表面の細粒土砂分布変化調査＞

＜調査目的＞

　連携排砂により、アユの生息場である黒部川の河床堆積土砂がどのように変化するのかを
把握するため、堆積土砂表面の細粒分の分布変化を調査した。

＜調査方法＞
　
     　　連携排砂・通砂を行った洪水の前後、及び連携排砂・通砂後に発生した出水後の３時
　　  期において、現地踏査により目視で河床堆積土砂の細粒分の分布状況を調査した。
　 　（写真－１）
         調査範囲は、黒部川の扇状地区間の中で細粒土砂が貯まり易い、黒部大橋（国道８
      号）を挟んだ距離標4.0kから5.0kの１km区間とした。
　　 　 細粒土砂の区分は、「谷田・竹門の簡便階級（1993）」（表－１）を参考に、砂分と泥分
      の２つに区分し、更に砂分、泥分の割合をそれぞれ４段階に区分した。（図－２，３　）

　　　　　表－１河床構成材料の粒径区分

　
　

　

　
　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  踏査対象材料
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　写真－１　踏査状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（８月３日調査4.4km　中州）

　

河床構成材料 粒　　径　(mm)

　　岩 ＞500mm

　　巨石 250-500mm

　　石 50-250mm

　　砂利 4-50mm

　　砂（粗砂＋細砂） 0.125-4mm

　　泥 ＜0.125mm

＜調査結果のまとめ＞
　
　　・連携排砂前の６月１３日時点では、調査対象とした河床の表面は殆どがれき河床であった。

　  ・この６月１３日調査時点と連携排砂・通砂直後の７月１９日調査時点の河床表面を比較する
    と、連携排砂、通砂時の宇奈月ダム洪水調節や水位低下時にだけ冠水した範囲と、同ダム自
    然流下時にも冠水した範囲共に、れき河床の面積が大きく減少し、砂分や泥分を含んだ河床
    の面積が増加した。

 　・連携排砂・通砂後の７月１９日調査時点と７月２５日出水後の８月３日調査時点の河床表面
   を比較すると、連携排砂・通砂時の宇奈月ダム洪水調節や水位低下時にだけ冠水した範囲で
   は泥分の面積の減少が、同ダム自然流下時にも冠水した範囲ではれき河床の面積の増加が
   見られたが、全体としては大きな変化は見られなかった。

①写真　　7月１８日８時頃撮影（宇奈月ダムが水位低下中であり、約５５０m3/s程の流量が流れている）

黒部大橋上流より下流部を望む。 黒部大橋左岸側上流より右岸側下流部を望む。

②写真　　7月１８日１８時頃撮影（宇奈月ダムが自然流下中であり、約３００m3/s程の流量が流れている）

黒部大橋上流より下流部を望む。 黒部大橋左岸側上流より右岸側下流部を望む。
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04/07/27 10：00頃に撮影された航空写真

図－１　調査対象とした河床範囲

※
　上図に、連携排砂・通砂中に撮影した航空写真を元に、7月

18日午前の宇奈月ダム水位低下中（Ｑ=約550m３/s)の水際
線､および７月１８日午後の宇奈月ダム自然流下初期(Ｑ＝約

300m3/s)の水際線を記入した。
　この水際線から、今回の連携排砂・通砂時の洪水調節や水位
低下時に流れた流量では冠水したが、自然流下時の流量では冠
水しなかった範囲を青色に、自然流下時の流量で冠水した範囲

を赤色に分けた。

04/07/27 10：00頃に撮影された航空写真

調査区間　（距離標　4.0k～5.0k）

調査区間　（距離標　4.0k～5.0k）

調査対象とした河床範囲

凡　例

7月１８日８時頃の宇奈月ダム水位低下中
の水際線

7月18日１８時頃の宇奈月ダム自然流下中
の水際線

洪水調節や水位低下時の流量で冠水したが、自
然流下時の流量では冠水しなかった範囲

自然流下時の流量で冠水した範囲

調査対象とした河床範囲

凡　例

※
　6月１３日・７月１９日・８月３日の３回、河床
堆積土砂の細粒分の分布を現地踏査したが、その
時々の河川流量の違いにより水面上の河床の踏査範
囲が異なっていたことから、同じ範囲の土砂の時系
列変化を見るため、３回の調査時にいずれも踏査で
きた範囲を調査対象河床とした。
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図－２　堆積状況の時系列変化その1
～洪水調節や水位低下時の流量では冠水したが自然流下時の流量では冠水しなかった範囲の時系列変化～

考察

・排砂・通砂前の６月１３日調査では、砂分１の範囲は約
80％であったが、排砂・通砂直後の７月１９日調査では
約25％にまで減少し、砂分２～４と泥分１～４の範囲が
増加している。
　宇奈月ダムの洪水調節や水位低下時の土砂移動により、
河床表面に細粒土砂が堆積した結果となった。

・７月２５日出水後の８月３日調査では、７月１９日調査
時と比較して、泥分の範囲が減少し半分程度に、砂分２の
範囲が増加し２倍程度になっている。
　500㎥/s規模の出水により、河床表面の泥分が洗い流さ
れた可能性がある。６月調査時

７月調査時

８月調査時

凡　例

凡　例

凡　例
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図－３　堆積状況の時系列変化その２
　　　～自然流下時の流量で冠水した範囲の時系列変化～

考察

・排砂・通砂前の６月１３日調査では、砂分１の範囲が約
70％であったが、排砂・通砂直後の７月１９日調査では
約10％にまで減少し、砂分２～４と泥分２～４の範囲が
増加している。特に砂分２の増加が大きくなっている。
　図－2の範囲と同様に、宇奈月ダムの洪水調節や水位低
下時、または自然流下時の土砂移動により、河床表面に細
粒土砂が堆積した結果となった。

・７月25日の出水後の８月３日調査では、７月１９調査
時と比較して、れき河床である砂分１の範囲が増加し２倍
程度になった一方で、泥分の範囲もやや増加している。
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